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問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　いよいよ夏がやってきました。体温調節が十分に発達し

ていない子どもたちは、熱中症の危険性が大人よりも高ま

ります。こまめな水分補給を心がけましょう。子どもたち

の大好きな水遊びも始まりました。ちょっとした油断が事

故に繋がることもありますので、安全面には十分な配慮が

必要です。ご家庭のお風呂場やビニールプールで遊ぶ時に

もお子さんから目を離さないように気をつけましょう。

誕 生 会

めだかルーム

第１水曜日

未歳児：橙色名札

０歳児：桃色名札

R6.4.2生～

R5.4.2生～ R6.4.1生

あひるルーム

第２水曜日
１歳児：黄色名札 R4.4.2生～ R5.4.1生

うさぎルーム

第３水曜日

２歳児以上：水色名札

　　　　　：緑色名札

R3.4.2生～ R4.4.1生

H30.4.2～ R3.4.1生

年齢別ルームのお知らせ
　９月から３月まで毎月１回(午前)、同年齢(名札の色)

で集まって遊ぶ日を設けます。同じ年齢のお子さんを持

つ保護者同士で情報交換、親子同士でふれあう場として

いただければと思います。年齢ごとの呼び名は表記のと

おりです。実施日については変更になることもあります

ので、確認の上ご参加ください。

交 通 安 全 教 室 知 育 ヨ ガ 七 夕 製 作

６/30　開港記念事業「渋沢栄一翁と下田講演会」　

　近代日本経済の父と称される渋沢栄一の講演会を

実施しました。玉泉寺東
とうどう

堂と群馬県東
とうぜんじ

善寺住職であ

り小
おぐりこうずけのすけ

栗上野介研究の第一人者の村上泰
たいけん

賢氏を講師と

し、渋沢翁が目指したものや志を学びました。

７月の
できごと

　６日　 下田をきれいにする日
　　　　　　　　　　　　　　６日　 下田わくわくパークこれば！
　　17 日　 寿大学　　

      　 19 日　　市内小中学校終業式

　   　 　27 日　　下田開港 170 周年記念事業 「下岡蓮杖翁と下田」

　   　　　　　　　　29 ～ 30 日　　教職員の歴史まちづくり ・ 社会科見学

７/４　下田中学校３年生浴衣の着付け体験　

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会）を通

して紹介された下田市着物愛好会の方々を講師とし

て、実際に浴衣の着付けを行うことで日本の伝統文

化を体験、学習しました。

７/11～20　夏の交通安全県民運動　

　夏の交通安全県民運動が７/11～ 20まで開催され、

11 日は交通安全関係団体による早朝一斉街頭指導を

市内主要交差点で実施し、交通量の増える観光シー

ズンに向け、安全運転意識の向上を図りました。

７/７　３年目に突入！アップサイクルプロジェクト　

　今年度も下田ライフセービングクラブ、（株）シッ

プス、豊島（株）、下田市の４者協働で、海浜回収ペッ

トボトルアップサイクルプロジェクトを実施します。

その幕開けとしてビーチクリーンを行いました。

７/20　プロによるバレーボール教室　

　Ｖリーグに所属する東レアローズ静岡の選手たち

をお招きし、市内中学校、高校の男女バレーボール

部を対象にバレーボール教室が行われ、生徒たちは

プロ選手の技術やパワーに目を輝かせていました。　

７/18　鳥獣被害対策講習会　

　下大沢区において、獣害対策専門家の井上雅央氏

を講師に、地域住民が主体となって行う被害防止対

策の講習会が開催され、地域や住民に適した鳥獣被

害対策についての勉強や実習を行いました。

２日(月)　救急救命講習　10:30～

　　　　 　講師：下田消防署救命士

４日(水)　めだかルーム　９:00～11:30

７日(土)　開館日

９日(月)　防災出前講座(起震車体験)　10:30～

11日(水)　あひるルーム　９:00～11:30

13日(金)　下田の伝統芸能を見てみよう

　　　　　講師：下田伝統芸能普及促進委員会

17日(火)　体育館で遊ぼう　９:30～11:00

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

18日(水)　うさぎルーム　９:00～11:30

20日(金)　誕生会　10:30～

21日(土)　開館日　

25日(水)　敷根公園で遊ぼう　９:30～11:00

27日(金)　下田の空襲の伝承

　　　　　講師：遊・VIVAネットワーク

30日(月)　発育測定・育児相談　９:00～11:00

　　　　　保健師・栄養士来所


